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●＜ろん・ぽわん＞椅子はおもしろい 続々

●『白さぎ』―石井桃子さんの翻訳とバーバラ・クーニー
　　　　　　　　の絵で味わう大人の絵本―

●図書館を離れて 第 63 回

●中高生からの科学探究シリーズ
　『ミネルヴァ・サイエンスライブラリー』

　遅ればせながら国立国会図書館の利用者登録の

本登録をした。書庫資料の利用、関西館所蔵資料

の閲覧予約、取寄せ閲覧、遠隔複写、記事掲載箇

所調査、個人向けデジタル化資料送信サービスな

ど、国立国会図書館のサービス全般を利用でき

る。とりわけ資料形態に「デジタル」とあれば、

その場でＰＣなどから閲覧可能となる（資料形態

が「紙」の表示だと残念だがデジタルではなく、

紙資料のままだ）。

　やっと日本の図書館サービスもここに到達して

いたかと、いささか感動した。準備にはずいぶん

苦労されたであろう。拍手喝采。これまでは、わ

ざわざ大きな図書館に出向かないと閲覧できない

資料がデジタル化されていたら、どこからでもそ

の場で閲覧できるメリットは計り知れない。

　本題に戻ろう。木工芸家の黒田辰秋は、柳宗

悦、浜田庄司、河合寛次郎、さらには陶芸家のバ

ーナード・リーチらが提唱した民藝運動に共鳴し

て行動をともにした。民藝とは民衆的工藝の意

で、地方の職人たちに伝わる伝統技術を守り、リ

ーチらから受けた影響のもと新しいデザインも受

け入れる。窯業・木工・金工・織物などの手仕事

が生み出す日用品の美を追求し、伝統工芸とは違

った日常の暮らしの中で使われる道具の美しさに

価値を認める。同じ頃イギリスのウィリアム・モ

リスらが進めた「アーツ・アンド・クラフツ運

動」とも深い共通点があると言われている。

　黒田は民藝ではなく漆芸や螺
ら で ん

鈿など伝統工芸が

本来の作家である。いずれ人間国宝と称される黒

田が民藝運動に参画していたのは興味深い。さら

に黒田は浜田庄司や河合寛次郎の影響で、ゴッホ

の『アルルの部屋』に描かれている素朴な椅子に

惹かれていたという。（『民藝』1967年9月／

https://dl.ndl.go.jp/pid/7931953/1/8）

　その黒田が作品として残した椅子は、23歳で民

藝運動の仲間たちに加わって制作を手がけた応接

セット、60歳の時に制作した映画監督の黒沢明の

注文による＜拭
ふきうるしならちょうかもん

漆楢彫家花紋椅子＞、64歳で皇

居・新宮殿の椅子セットがあげられる。黒田は

「日本人が制作する、日本の椅子」を生涯にわた

って追求していた。漆職人の家で育った彼自身は

椅子の暮らしに縁がなかったのもあって、探究心

を持ち続けたのであろう。（『ゴッホの椅子: 人間

国宝・黒田辰秋が愛した椅子。その魅力や歴史、

作り方に迫る』久津輪 雅 著／Ｂ５変形判／誠文

堂新光社／2016年）

　テーブルをちゃぶ台や座卓、カップボードは水

屋、茶箪笥と呼んでいたのは、古い話ではない。

大正時代に政府が「漸次椅子式に改めること」と

いくら提唱しても道はまだ遠く、一部モダンな家

庭を除けば洋家具が庶民の暮らしの中に登場し始

めるには戦後まで待たねばならない。（埜村太郎）
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昨年7月、絵本『白さぎ』（Ｓ・Ｏ・ジュエット 作

/Ｂ・クーニー 絵/石井桃子 訳）を発売いたしまし

た。本書のご紹介を兼ねて、制作譚にお付き合い

いただければ幸いです。

この本の原書はもともと、1963年にアメリカの

Ｔ・Ｙ・クロウエル・カンパニーから出版されま

した。セアラ・オーン・ジュエットが1886年に発

表した大人向けの短編小説『白さぎ』の要約版に、

バーバラ・クーニーが絵を施した絵本です。

ジュエットは、1849年にメイン州のサウスバー

ウィックに生まれた作家で、『白さぎ』は、自身の

育った地域を舞台に、少女の揺れ動く心と自然の

圧倒的な力を描いた秀作です。この古典とも言え

る作品を、1963年にクーニーが絵本

化した理由は今となっては想像の域

にありますが、クーニーは、物語の

舞台であるメイン州の海岸地域で、

若い頃に夏を過ごしたり、後半生で

はアトリエを設けていたことが知ら

れています。原書のカバーソデには、

クーニーの言葉として、この地への愛

と表現欲が語られていて、この思いが

企画の源になったと考えられます。た

だし、残念なことに、この原書は、ジュエ

ットのテキストを割愛してしまったため

か、当時、それほど評価を受けなかったそうです。

そんな経緯のある原書を、翻訳者の田中潤子さ

んから見せていただいたとき、私はまず、絵の魅

力に心を打たれました。本書のクーニーの絵は、

絵の具を広い面に薄く塗るウオッシュ技法を用い

て描かれたものです。シルヴィアが松の木の上に

立って白さぎを見つめるシーンでは特にこの技法

が生きています。ほかの場面も、繊細な線と大胆

な構図を用いたクーニーの絵の魅力を表すもので

あり、日本の読者にご覧いただきたい作品である

と思えました。ただ、原書のテキストは要約であ

ることと、この物語の風合いを日本語で伝える難

しさを懸念していました。

そんなとき、田中さんから、1964年に出版され

た『世界短編文学全集13 アメリカ文学／19世紀』

において石井桃子さんが「白さぎ」を全文翻訳さ

れていると伺い、拝読しました。すると、原書の

テキストを読んだ時とは全く違う、その当時のニ

ューイングランドの人々、自然の様子が生き生き

と脳裏に浮かび上がってきたのでした。

石井さんの翻訳で特に特徴的だと思われたのは、

主人公のシルヴィアの祖母の台詞です。例えば原

書ですと、「‘Afraid of folks’, they said! I guess she 

won’t be troubled no great with’em up to the old 

place!」という台詞がありますが、石井さんの翻訳

では「人をおっかながるといってたっけなあ。だ

が、わっしの家じゃ、あんまり人に

会う気づかいはあるまい……」とい

う台詞になっています。おばあさん

の抑揚のある、そして地方の言葉ら

しいセリフから、個性が滲み出てき

ます。台詞だけではなく、地の文では

原文のクラシカルな文体が生かされて

翻訳されているようで、その時代に没

入して読めるように思いました。

また、ジュエットが当時、人間社

会における権力を自然の力が超越してい

く様を描こうとしたことも読者に伝えた

いとも思いました。このジュエットの姿勢が、ク

ーニーと石井さんが時を超えて、この物語と関わ

りを持とうとした理由の一つであるとも感じられ

たのでした。

このような経緯で、日本語版の本書では石井さん

の全文翻訳を使わせていただき、刊行へと至りまし

た。本書の読者対象は大人で、小説を絵本で味わう

ことに抵抗のある方もいらっしゃるかもしれませ

ん。しかし選び抜かれた言葉による小説を、絵と共

にじっくりと時間をかけて味わうということは、至

福のひとときであるように思います。この一冊が、

皆様に豊かな時を届けてくれることを願ってやみ

ません。　　(さとう ゆきこ：のら書店編集部)

佐藤 友紀子

『白さぎ』
―石井桃子さんの翻訳とバーバラ・クーニーの絵で味わう大人の絵本―

のら書店
ISBN：978-4-905015-84-0

サイズ：27cm×19cm
定価：1800円＋税

https://norashoten.co.jp/book_detail/%E7%99%BD%E3%81%95%E3%81%8E/
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　「さいたま市推奨土産品」というパンフレット

がある。＜郷土色豊かなもの、名称、意匠、及び

材料がさいたま市に因む要素を有するもの＞とい

う観点から選ばれた推奨土産品が掲載されている。

例えば「大宮盆栽だー」（飲料）、「彩の薔薇」

（菓子）、「うらわサッカーの街（菓子）」など。２

年ごとに改訂されていて毎回掲載される常連も多

いが、最新の2025-2026年版に新参らしき土産品

をみつけた。「こりすのトトちゃんサブレ」だ。

トトちゃんは1986～1991年にかけて偕成社から

出版された『こりすのトト』シリーズの主人公

で、旧大宮市のマスコットキャラクターでもあっ

た。作者のあすかけん氏が市内在住というご縁で

1990年にマスコットデビューしたのである。数年

後には駅前に渋谷のハチ公よろしくトトちゃんの

ブロンズ像が建てられ、原画展も頻繁に開催され

た。原画展資料によるとテレホンカードやＴシャ

ツなどのトトちゃんグッズも製作されたようだ。

トトちゃんサブレもその一つだった。

しかし2001年には合併してさいたま市になり、

さらに政令指定都市へ移行するという慌ただしさ

の中で、トトちゃんは忘れられてしまった。そん

な折に25年ぶりのトトちゃんサブレの登場だった

のである。聞けば当時サブレを作っていた店の

“サブレ型”が残されていて、市内の福祉作業所

がそれを引き継いだのだとか。だからプリントで

はなく、ちゃんと「こりすのトトちゃん」の形を

したサブレだ。今ではマスコットキャラクターだ

ったトトちゃんを忘れているか、もしくは知らな

いという市民も多いとは思うが、こういう出自を

持つ由緒正しい“ご当地サブレ”なのである。

ただトトちゃんサブレは「鳩サブレ」（鎌倉）

のような知名度はないし、「なまはげサブレ」（秋

田）や、「恐竜サブレ」（福井）のように名まえを

聞けば産地がわかるという妙味もない。しかし絵

本の主人公が“ご当地サブレ”になった例はあま

りないのではないだろうか（絵本のクッキー缶を

販売する専門店はあるが）。

稀有な例として、サブレではないが青森県三戸

町に『11ぴきのねこ』の練り切りがある。三戸町

は馬場のぼるの故郷で、製造しているのは生前か

ら交際のあった老舗菓子店だという。白と水色の

ねこの顔が絵本と全く同じように再現されている

のは練り切りならではの強みだが、量産は難しい

のか今はふるさと納税の返礼品のみで一般向けの

販売はしていない。

（参考『にっぽん全国おみやげおやつ』甲斐みの

り著／白泉社）

トトちゃんサブレより古くからの地元菓子に

「盆栽最中」がある。旧大宮市にある盆栽村に因

んだ菓子だが、かつては市内の多くの和菓子店で

売られていた。この最中の特徴は皮の部分だけが

全店共通で、中身の餡は各店独自のものだという

こと。同じ顔をしていても店によって味が違うの

だ。私がこの事実を知ったのは10年ほど前。町の

和菓子店が減って盆栽最中を見かけることが少な

くなった今、もっと前からいろいろな店の最中を

味わっておけばよかったと後悔している。

地元ではないが、ずっと気になっているご当地

菓子がある。秋田の「直立不動せんべい」だ。

1998年の全国図書館大会で秋田市を訪れたとき市

内の土産品店で見かけた。秋田市は東海林太郎の

故郷で町にはその歌声が流れる碑がある。直立不

動で歌う姿が有名な歌手だったから、それに因ん

だ菓子だろう。結局それは買わなかったのでどう

いうものかわからないまま、名まえが面白すぎて

ずっと忘れられなかったのである。ところがこの

度ネットで検索すると「直立不動せんべい」なん

てこれっぽっちも出てこない。思い違いだった？

　こんなに長い間記憶に留めてきたのに……。あ

あ、あのとき購入しておけばよかったと、これも

深く後悔している。

（なみき せつこ）

並木　せつ子

図書館を離れて（第６３回）

―知る人ぞ知る？　ご当地名物 ―

https://korisunototo.kenkenpa.net/
https://www.kogumasha.co.jp/ec/product/category/120
https://www.hakusensha.co.jp/booklist/61770/
https://www.hakusensha.co.jp/booklist/61770/
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昨年の10月、中高生からの科学探究シリーズと

して、「ミネルヴァ・サイエンスライブラリー」を

刊行致しました。

科学と科学者のあいだには、知られざるドラマが

あり、最先端の研究には未来を語るストーリーがあ

ります。本シリーズでは、その一端を紹介すると共

に、読み物から始める科学の面白さをはじめ、自然

の謎と不思議を知る楽しさをお届けします。

創刊を飾る第Ⅰ期第１巻は、北海道大学北方生

物圏フィールド科学センター名誉教授の齊藤隆先

生による『動物たちの

「増え過ぎ」と絶滅を科

学する』です。動物たち

はなぜ絶滅しそうになっ

たり、「増え過ぎ」たり

するのでしょうか。本書

では、人間と野生動物の

関わり合いの歴史を背景

に、個体群生態学の基本

的な考え方や発展の過

程を見ていきます。

続く、第２巻は、

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研

究所生物多様性・気候変動研究拠点研究専門員の

岡部貴美子先生による『ダニの共生戦略――白黒

つけない、したたかな生き方』です。ダニは決し

てひっそり暮らしているだけではなく、異なる生

物と白黒つけずに、ドライに共に生きています。

「思い悩んで時間を無駄にしない。日々を生き

る」。本書ではそんなダニのしたたかな共生戦略

を見ていきます。

第３巻は、『海洋微生物で守る　海の「底」力

――乙姫が微笑むアマモ場の再生に向けて』で

す。今、海の中で一体何が起きているのか――。

動的生物多様性が高い日本の海に危機が迫るなか、

和歌山工業高等専門学校生物応用化学科教授の

楠部真崇先生が、「アマモ場」再生に立ち向かい

ます。

第４巻は、ちょっと変わった物語です。東北学

院大学工学部准教授の濱西伸治先生による、『お耳

の国のイチカ――聴覚をめぐる大冒険』です。お

ばあちゃんの耳かきで、ウトウトしていたイチカ。

目を覚ますと、なんとそこは、おばあちゃんの耳

の中！イチカの目の前には「不思議の国のアリス」

も見ることができない、小さな小さな世界が広が

っていました。

第５巻は、和歌山大学

教育学部附属中学校の理

科教諭・矢野充博先生に

よる『理科の先生のメガ

ネ――かけてみると世界

が変わる』です。理科の

先生は、あなたが普段気

付かないようなことに気

付いていたりします。特

別な見方で世の中を見

て、考えています。もし、

理科の先生が見ている景色が見えるメガネがあれ

ば、ちょっとかけてみたいと思いませんか。

３月発売の第６巻は、東京農工大学大学院工学

研究院教授の畠山温先生による『主役で黒幕！　

スピンのすべて――古典力学から量子力学の不思

議へ』です。「スピン」は極微の世界を支配し、

「スピン」があるからこの世界が成り立っていると

言っても過言ではありません。本書では、身の回

りの回転運動がもつ特徴を学ぶとともに、「スピ

ン」の不思議な魅力を解説します。

今年の秋にスタートする第Ⅱ期も、さまざまな

テーマの本が登場する予定です。お楽しみに！

中高生からの科学探究シリーズ

『ミネルヴァ・サイエンスライブラリー』
水野　安奈

   齊藤　隆 著
ISBN:9784623099368

出版年月日:2025年10月20日

岡部　貴美子 著
ISBN:9784623099597

出版年月日:2025年10月20日

https://www.minervashobo.co.jp/book/b666845.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b666845.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b666845.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b666846.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b666846.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b670011.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b670011.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b670428.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b670428.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b671701.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b671701.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b671701.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b673325.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b673325.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b673325.html
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（みずの　あんな：ミネルヴァ書房編集部）

　

　

   
楠部　真崇 著

ISBN:9784623099689
出版年月日:2025年12月20日

   
濱西　伸治 著

ISBN:9784623099962
出版年月日:2026年1月20日

   
畠山　温 著

ISBN:9784623099955
出版年月日:2026年3月20日

    
矢野　充博 著

ISBN:9784623099948
出版年月日:2026年2月20日
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https://www.minervashobo.co.jp/book/b673213.html

